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N18c IR-TMTと位置天文衛星の距離データを用いたレッドクランプ星の絶対等級
の決定
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レッドクランプ（RC）星は絶対等級のばらつきが小さく、天体数が多いことから広く標準光源として用いられ
ている。星間減光の強い領域を観測する際には、透過力の強い近赤外線で観測することで星間減光の影響を最小
限に抑えることができる。また、金属量の絶対等級への依存性も近赤外線では非常に小さくなる（小野里他 2017
N04a, 2018 N19a など）。そのため、RC星は近赤外線においてより優秀な標準光源であり、RC星の近赤外線の
絶対等級を精度よく決定することが非常に重要である。絶対等級を精度よく決定するためには、減光の影響が無
視できるほど小さい近傍の RC星を観測する必要がある。
しかしながら、そのような非常に近傍に存在するレッドクランプ星は既存の望遠鏡と近赤外線装置では明るす

ぎるため、精度の良い観測を行うことができていない。そのため、Hipparcos や Gaia という位置天文衛星が高
精度の距離情報を提供しているものの、RC星の近赤外線の絶対等級の決定精度は高くない。そこで我々は、そ
のように非常に明るい天体を観測するために開発された超小型近赤外線望遠鏡 IR-TMTを用いて銀河面に存在す
る近傍のRC星の観測を行った。この IR-TMTと Hipparcos や Gaia の距離データを組み合わせることでRC星
の絶対等級を決定できる。本ポスターでは IR-TMTの観測と距離データを組み合わせて得られた結果について報
告する。


